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取扱い上のご注意
■本製品を正しく安全に使用するために

・本書では製品を正しく安全に使用するための重要な注意事項を説明しています。必
ずご使用前にこの注意事項を読み、記載事項にしたがって正しくご使用ください。

・本書は読み終わった後も、必ずいつでも見られる場所に保管しておいてください。

■表示について

・この「取扱い上のご注意」では以下のような表示（マークなど）を使用して、注意
事項を説明しています。内容をよく理解してから、本文をお読みください。

注意

警告
この表示を無視して取扱いを誤った場合、使用者が死
亡または重傷を負う危険性がある項目です。

三角のマークは何かに注意しなければならないことを
意味します。三角の中には注意する項目が絵などで表
示されます。例えば、左図のマークは感電に注意しな
ければならないことを意味します。

丸に斜線のマークは何かを禁止することを意味します。
丸の中には禁止する項目が絵などで表示されます。例
えば、左図のマークは分解を禁止することを意味しま
す。

塗りつぶしの丸のマークは何かの行為を行なわなけれ
ばならないことを意味します。丸の中には行なわなけ
ればならない行為が絵などで表示されます。例えば、左
図のマークは電源コードをコンセントから抜かなけれ
ばならないことを意味します。

この表示を無視して取扱いを誤った場合、使用者が障
害を負う危険性、もしくは物的損害を負う危険性があ
る項目です。

必ずお読みください
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●万一、異常が発生したとき。
　本体から異臭や煙が出た時は、ただちに
電源を切り、電源プラグをコンセントか
ら抜いて販売店にご相談ください。

警告

●異物を入れないでください。
　本体内部に金属類を差し込まないでくだ
さい。また、水などの液体が入らないよ
うに注意してください。故障、感電、火
災の原因となります。

※万一異物が入った場合は、ただちに電源
を切り販売店にご相談ください。

●分解しないでください。
　ケースは絶対に分解しないでください。
感電の危険があります。分解の必要が生
じた場合は販売店にご相談ください。

●表示された電源で
使用してください。

　電源コードは必ずAC100Vのコンセント
に接続してください。

●電源コードを大切に。
　電源コードは破損しないように十分ご注
意ください。コード部分を持って抜き差
ししたり、コードの上にものを乗せる
と、被服が破れて感電／火災の原因とな
ります。
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●電源コードはなるべくコンセントに直接
接続してください。タコ足配線や何本も
延長したテーブルタップの使用は火災の
原因となります。

●電源コードは必ず伸ばした状態で使用し
てください。束ねた状態で使用すると、
過熱による火災の原因となります。

●通風孔はふさがないでください。過熱に
よる火災、故障の原因となります。

●高温・多湿の場所、長時間直射日光の当
たる場所での使用・保管は避けてくださ
い。屋外での使用は禁止します。また、周
辺の温度変化が激しいと内部結露によっ
て誤動作する場合があります。

●本体は精密な電子機器のため、衝撃や振
動の加わる場所、または加わりやすい場
所での使用／保管は避けてください。

●ラジオ・テレビ等の近くで使用します
と、ノイズを与える事があります。また、
近くにモーター等の強い磁界を発生する
装置がありますとノイズが入り、誤動作
する場合があります。必ず離してご使用
ください。

注意
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注意
●電源スイッチを一度ＯＦＦにした時は５
秒以上たってから「ＯＮ」にしてくださ
い。

●電源を入れる時は、周辺機器を先に、パ
ソコンを最後に行ってください。逆にす
るとパソコンが周辺機器を認識しない場
合があります。電源を切る時は、アクセ
ス表示ランプが点灯していないことを確
認してから切ってください。

●本体が汚れた場合は必ず電源を切ってか
ら、柔らかい布に水または中性洗剤を含
ませ軽くふいてください。（本体内に垂
れ落ちるほど含ませないよう気をつけて
ください。）揮発性の薬品（ベンジン・シ
ンナーなど）を用いますと、変形・変色
の原因になる事があります。

●本製品を長期間使用しない場合は、電源
コードのプラグをコンセントから抜いて
おいてください。

●製品が梱包されていた外箱および緩衝材
につきましては、捨てずに保管して頂
き、修理や移動の際には、それらの梱包
材を使用して運搬していただきますよう
お願い申し上げます。

●安全のため本製品を設置する際には必ず
アースをお取いただきますようお願い申
し上げます。
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RAIDに関するご注意
●ハードディスクドライブを取り出す場合
には、必ず右図のようにドライブの下に
手を添えて、ドライブに衝撃が加わらな
いように静かに取り出してください。

●本製品に保存したデータは必ず定期的なバックアップ
を行ってください。本製品をRAIDレベル5による運用
で使用していても、ソフトウェア的な障害や誤操作に
よるデータの消失を防止できるものではありません。

●ハードディスクドライブは必ず指定されたものをご使用く
ださい。異なるタイプのドライブを混在させた場合の動作
は保証されません。スペアドライブの型番については同梱
の「ハードウェア仕様一覧表」をご参照ください。

パソコン及び周辺機器の廃棄・譲渡時のハードディスク上の
データ消去に関するご注意

●パソコン及び周辺機器を廃棄あるいは譲渡する際、ハードディスクに記録され
たお客様のデータが再利用され、データが流出してしまうことがあります。

●ハードディスクに記録されたデータは、「削除」や「フォーマット」を行った
だけでは、データが消えたように見えるだけで、特殊なソフトウェアなどを使
うことにより、消したはずのデータが再生されることがあります。

ハードディスク上のデータが第三者に流出することがないよう全データの消去の
対策をお願いいたします。
消去に関しては、データが完全に消去されるよう、市販の専用ソフトウェアもし
くは、専門サービス会社などを利用することをお勧めします。

また、ハードディスク上のソフトウェアを消去することなくパソコン及び周辺機
器を譲渡しますと、ソフトウェアライセンス使用許諾契約に抵触する場合があり
ますのでご注意ください。

■ご利用の弊社製品を廃棄等される際には、以下の事項にご注意ください。
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ごあいさつ
　この度は弊社製品をお買い上げいただきまして、誠に有り難うございました。本書は製品
に関する設定／接続方法、機能／仕様等についてのご説明をいたしますので、ご使用前に必
ずご一読いただきますようお願いいたします。
　弊社製品によって、お客様のパソコン環境がより便利なものとなりますよう心からお祈り
いたします。

ご注意

①本書の一部または全部を弊社に無断で転載することは禁止されております。

②本書の内容については万全を期しておりますが、万一ご不審の点がございましたら、
弊社テクニカルサポートまでご連絡くださいますようお願いいたします。

③本製品および本書を運用した結果による損失、利益の逸失の請求等につきましては、
②項に関わらず弊社ではいかなる責任も負いかねますので、あらかじめご了承くださ
い。

④本書に記載されている機種名、ソフトウェアのバージョンなどは、本書を作成した時
点で確認されている情報です。本書作成後の最新情報については、弊社テクニカルサ
ポートまでお問い合わせください。

⑤本製品の仕様、デザイン及びマニュアルの内容については、製品改良などのために予
告なく変更する場合があります。

⑥本製品を使用して保存したデータが、ハードウェアの故障、誤動作、その他どのよう
な理由によって破壊された場合でも、弊社での保証はいたしかねます。万一に備えて、
重要なデータはあらかじめバックアップするようにお願いいたします。

⑦弊社は、本製品の仕様がお客様の特定の目的に適合することを保証するものではあり
ません。

⑧本製品は、人命に関わる設備や機器、および高い信頼性や安全性を必要とする設備や
機器（医療関係、航空宇宙関係、輸送関係、原子力関係等）への組み込み等は考慮さ
れていません。これらの設備や機器で本製品を使用したことにより人身事故や財産損
害等が発生しても、弊社ではいかなる責任も負いかねます。

⑨本製品は日本国内仕様ですので、本製品を日本国外で使用された場合、弊社ではいか
なる責任も負いかねます。また、弊社では海外での（海外に対してを含む）サービス
および技術サポートを行っておりません。

＊Windows ®  は米国Microsoft社の米国およびその他の国での登録商標です。Macintosh®   、Mac

OS®   はアップルコンピュータ社の登録商標です。Pentium®   は米国Intel社の登録商標です。本
書に記載されているパソコン本体の名称は、併記されている各社の商標または登録商標です。
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付属品の確認

※本製品は精密電子機器です。輸送時には必ず付属の梱包材をご使用く
ださい。

Windows環境でご使用の方へ

当社DOS/V対応製品は、OADG(*1)加盟メーカーのDOS/Vパソコンで一般に市販さ
れている製品を想定して設計されています。しかし、接続確認については全ての機種
を確認することは不可能ですので、代表的な製品のみで確認を行っております。
そのため、本製品を使用できない、または本製品の機能を使用できないパソコンが
一部に存在する可能性があることは、ご了解いただきますようお願いいたします。
特に自作パソコンやショップ組立てパソコンでは、コストの問題やパフォーマンス
の追求のため、想定外の部品が使用されている場合があります。このような場合、相
性問題などが発生する可能性が高くなることをご承知おきください。

　(*1)OADGは「PCオープンアーキテクチャー推進協議会」の略です。
　　(OADG URL http://www.oadg.or.jp/)

○RAIDユニット ...................................................................................... １台
○ IEEE1394ケーブル： 9ピン（Beta）- 9ピン（Beta）約 1.1m ...... １本
○ IEEE1394ケーブル： 9ピン（Bilingual）-6ピン 約 1.1m ............. １本
○USBケーブル：USB 2.0 High-Speed対応 約 1m ............................. １本

○電源コード .............................................................................................. １本
○セーフティキー ...................................................................................... ２個
○「Logitec Ware」CD-ROM

　（Macintosh用フォーマッタ「B'sCrew FW」含む ............................ １枚
○保証書／ユーザー登録カード ............................................................. １枚
○RAIDユニット・ユーザーズマニュアル ......................................... 本書

参考

IEEE1394はメーカーによって「Fire Wire」、もしくは「i.LINK」などと呼ばれるこ
とがあります。
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１．１　製品の概要

本製品は IEEE1394b（FireWire800）とUSB 2.0に対応した外付け型高速
RAIDディスクユニットです。

第１章　製品のご紹介

１．１．１　RAIDユニットとは

■ RAIDユニットとは
　本製品の説明を始める前に、RAIDユニットを初めて使用する方のため
にRAIDユニットとはどのようなものかを説明します。

　RAID（Redundant Array of Independent Disk）ユニットは、複数の
ハードディスクドライブを内蔵することによって、それをあたかも１台
の大容量ハードディスクとして使用できるようにした補助記憶装置で
す。RAIDユニットは単体のハードディスクと比較して、以下のような
メリットを持っています。

①大容量のメディアを比較的安価に作成することができます。

②RAIDを構成するハードディスクドライブは複数を同時にアクセスする
ことができますので、単体のハードディスクと比較して高速なアクセス
が可能です。（厳密な意味ではまったく同時にアクセスするわけではあ
りませんが、リード／ライトのコマンドはドライブ間でオーバーラップ
して処理されます。）

③後述のRAIDレベルによっては、フォルトトレラント機能（１台のハー
ドディスクドライブにハードウェア的な故障が発生してもデータが失わ
れない機能）を持たせることができます。ただし、これを実現するため
には、容量やアクセス速度が若干犠牲になります。また、ソフトウェア
的な障害や誤操作によって、データが消失してしまった場合、これを回
復することはできません。

■ RAIDレベルについて

　RAIDユニットの使用形態にはいくつかの種類があり、これをRAIDレ
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ベルと呼んで分類しています。RAIDレベルには一般的に「RAIDレベ
ル０」～「RAIDレベル５」があり、本製品ではRAIDレベル０、レベ
ル５をサポートしています。（通常は RAIDレベル 5で出荷されます。
RAIDレベル 0は工場オプションです。）

以下に RAIDレベル 0、RAIDレベル 5の特徴を説明します。

① RAIDレベル０
　RAIDレベル０は単純にデータを複数のハードディスクに分散して書き
込む形態です。例えば 1GBのハードディスクドライブ３台をレベル０
にした場合、トータルの容量は 3GBとなり、3GBの容量のハードディ
スク１台として使用することができます。
　RAIDレベル０は他のレベルに比較して、複雑な処理を行なわない分高
速になります。ただし、フォルトトレラント機能を持たないため、ハー
ドウェア的な故障が起こった場合のデータ復旧はできません。

② RAIDレベル５
　RAIDレベル５はレベル３の欠点を改良したものです。RAIDレベル３
ではパリティデータ*1（データ復旧のためのキー情報）を特定のハード
ディスクドライブに書き込むのでパリティデータ書き込み用のドライブ
にアクセスが集中し、結果としてパフォーマンスが低下したり、パリ
ティデータ書き込み用のドライブの寿命が短くなることがありました
が、レベル５ではパリティデータもその他のデータと同じように各ドラ
イブに分散して書き込みます。
　結果として、RAIDレベル３と同じように、フォルトトレラント機能*2

を実現しながら、レベル３ほどパフォーマンスは低下しません。使用可
能な容量は、例えば、1GBのハードディスク３台をレベル５に構成した
場合、1GB× 3台－ 1GB（パリティ）＝ 2GBとなります。

ドライブ1 ドライブ2 ドライブ3

データ1 データ2 データ3

データ4 データ5 データ6

データ7 データ8 データ9

ドライブ1 ドライブ2 ドライブ3

データ1 データ2 パリティ1+2

データ3 パリティ3+4 データ4

パリティ5+6 データ5 データ6
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１．１．２本製品の特徴

○ホットスワップ（パソコン本体の電源がONのままでハードディスクド
ライブを交換すること）に対応しています。不具合が発生してもシステ
ムを停止することなくドライブを交換することができます。

○設定はまったく不要です。本製品を接続して、フォーマットするだけで
RAID レベル 5 の RAID ユニットとして使用することができます。
（RAIDレベル 0で使用したい場合は、工場オプションによる設定の変
更が必要）

○RAIDレベル5で使用する場合は、フォルトトレラント機能を持ってい
ます。１台のハードディスクに不具合が発生しても、保存したデータは
失われません。また、システム稼動状態のまま不具合の発生したハード
ディスクドライブを交換することが可能です。交換時新規接続したハー
ドディスクに対しては、完全自動でRAID構成の復旧が行なわれ、復旧
中もアクセスが可能です。

○最大転送速度が800Mbps（理論値）の高速転送を可能にした IEEE1394b

（FireWire 800）規格に対応していますので、同規格に対応したパソコ
ンで使用すれば、ドライブの性能を最大限に引き出すことができます。
また、最大転送速度が 480Mbps（理論値）のUSB 2.0 High-Speed接続
にも対応しています。

　RAIDレベルはどれを選択した場合も、見掛け上１台の大きなハード
ディスクとして取り扱われるという点では同じですが、以上の説明の
ようにパフォーマンス（アクセス速度、使用可能容量）とフォルトト
レラント機能の有無が異なります。本製品を使用する際には、パ
フォーマンスとフォルトトレラント機能のどちらを重視するかによっ
て、以下のレベルをお勧めします。

フォルトトレラント機能を重視　RAIDレベル５
パフォーマンスを重視 　RAIDレベル０

＊１　パリティデータは通常XORの論理演算処理で作成されます。これは「a XOR b = parity」
である場合、「b = parity XOR a」であり、かつ「a = parity XOR b」であるという性
質に基づいています。

＊２　１台のハードディスクドライブにハードウェア的な故障が発生してもデータが失われな
い機能

１．１　製品の概要
１．１．１　RAIDユニットとは
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　IEEE1394b、USB 2.0の両インターフェースとも下位互換性を備えてい
ますので、従来の IEEE1394接続（注）や、USB 1.1接続での使用も可
能です。

注：ご使用のパソコンのIEEE1394インターフェースの形状が4ピンタイ
プの場合、別売の IEEE 1394ケーブル（Bilingual 9ピン -4ピンタイ
プのもの）が必要です。詳しくは「５．３　オプション品について」
をご参照ください。

○いずれのインターフェースに接続した場合でも、ホットプラグが可能で
すので、ケーブルを差し込むだけの簡単接続で使用することができます。

○ハードディスクドライブには不用意な抜き取りを防止するため、セーフ
ティロックが取り付けられています。

○Macintosh用のフォーマッタとして定評ある「B'sCrew FW」が添付さ
れています。

ご注意

・たとえフォルトトレラント機能を持つRAIDレベルであっても、ソフト
ウェア的な障害や誤操作によるデータの消失を防止できるものではあり
ません。本製品とは別の媒体へのデータの定期的なバックアップが重要
であることに変わりはありません。

・フォルトトレラント機能はハードディスク１台の故障については有効で
すが、２台のハードディスクが故障するとデータは失われます。１台故
障した場合は、すみやかに故障したハードディスクドライブを交換して
ください。

・本節の説明および掲載図は概念的なものです。実際の製品でこの通りに
処理されることを保証するものではありません。

・本製品はスリープモード、サスペンドモード等、省電力モードには対応
していません。

・本製品はバスパワーでは動作しません。必ず電源コードをAC100Vのコ
ンセントに接続してご使用ください。

・正常時にはディスクを抜かないでください。
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１．２　使用環境について

対応パソコン

　本製品を IEEE1394インターフェースに接続する場合は、以下のパソコン
本体に接続可能です。すべて IEEE1394インターフェースを標準搭載してい
るか、IEEE1394インターフェースボード（カード）を増設可能な機種に限
定されます。

■ IEEE 1394接続の際の使用条件

各社 DOS/Vパソコン

日本電気株式会社 PC98-NXシリーズ

アップルコンピュータ社 eMac iMac

Power Mac G5

Power Mac G4シリーズ
Power Macintosh G3 (Blue and White)

iBook PowerBook G4

PowerBook (FireWire)

※パソコン側の IEEE1394ポートが４ピンの場合には、別売の9ピン（Bilingual ）-

４ピンコネクタを持つ IEEE1394ケーブルが必要です。詳しくは「５．３　オプ
ション品について」をご参照ください。

IEEE1394b（FireWire800）でご使用の場合のご注意

・ IEEE1394b（FireWire800）での高速転送を実現するためには、パソコ
ン本体に、IEEE1394bインターフェースが増設可能で、OSが IEEE

1394bに対応している必要があります。（対応OSについては次ページ
をご参照ください）

　弊社ではPCI拡張 IEEE1394bインターフェースボード（PCI）をオプション品と

して販売しております。弊社製PCI拡張IEEE1394bインターフェースボードにつ

いては「オプション品について」をご参照ください。

・以下のMacintoshシリーズでは、パソコン本体にFireWire800インター
フェースが搭載されていますので、IEEE1394bインターフェースを新
たに増設する必要はありません。

FireWire800インターフェース搭載機種
Power Mac G5、Power Mac G4 （FW800）、PowerBook  G4（17"）
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対応OS

　本製品を使用する場合には、以下のOSをご使用ください。すべて日本
語版 OSのみに限定されます。また、パソコン本体が対応していないOS

では使用することができません。

○ IEEE1394b（FireWire800）ポートに接続する場合

マイクロソフト株式会社
Windows XP HomeEdition/Professional

Windows 2000 Professional

アップルコンピュータ社
Mac OS X 10.3以降

○ IEEE1394（FireWire400）ポートに接続する場合

マイクロソフト株式会社
Windows XP HomeEdition/Professional

Windows 2000 Professional

アップルコンピュータ社
Mac OS 8.6～ 9.2.2まで（*1）
Mac OS X 10.0.4以降

*1　Mac OS 9.0.4以降で FireWire 2.3.3以上を導入した環境を推奨
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■USB接続の際の使用条件

○対応パソコン

○対応OS

各社 DOS/Vパソコン
日本電気株式会社 PC98-NXシリーズ

　本製品をUSB 2.0 / 1.1 インターフェースに接続する場合は、以下のような
環境条件を満たしていなくてはいけません。

　本製品を USB 2.0 / 1.1インターフェースに接続する場合は、以下のパソコ
ン本体に接続可能です。すべてUSBポートを搭載している機種に限定されま
す。また、High-Speedでの転送を実現するためにはパソコン本体のインター
フェースが USB 2.0に対応していなければなりません。

アップルコンピュータ社
iMac eMac
Power Mac G5 Power Mac G4
Power Mac G4 Cube Power Macintosh G3(Blue and White)
iBook PowerBook G4
PowerBook（FireWire） PowerBook G3（BronzeKeyboard）

マイクロソフト株式会社
Windows XP Home Edition / Professional

Windows 2000 Professional

アップルコンピュータ社
Mac OS 9.0.4～ 9.2.2まで（*3）
Mac OS X 10.0.4以降

*3　Mac OS 9.0.4～ 9.2.2までの環境では USB 1.1での動作になります。

　本製品を USB 2.0 / 1.1インターフェースに接続する場合には、以下の OS

をご使用ください。すべて日本語版OSのみに限定されます。また、パソコン
本体が対応していない OSでは使用することができません。

１．２　使用環境について
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① IEEE1394bコネクタ：９ピン（Bilingual ）×２
本製品を IEEE1394インターフェースに接続する場合に、どちらか片方を、
付属の IEEE1394ケーブルでパソコン本体の IEEE1394bポートまたは IEEE

1394ポートと接続します。本製品は IEEE1394b、IEEE1394のどちらの接続
にも対応しています。
パソコン本体との接続に使用しなかったコネクタはIEEE1394機器を増設す
るときに使用します。
本製品の９ピンコネクタはBilingualタイプとなっていますので、Beta、Bilingual

いずれのタイプ９ピンコネクタも接続できます。

⑤USB シリーズ Bコネクタ
本製品をUSBインターフェースに接続する場合に付属のUSBケーブルでパ
ソコン本体のUSBポートと接続します。

③電源スイッチ
本製品の電源をON／OFFします。

④電源コネクタ
付属の電源コードを通じて、AC100Vのコンセントに接続します。

⑤コネクタ抜け防止クランプ
この部分に IEEE1394ケーブルを通し、ケーブルの引き抜け防止を行いま
す。取り付け方法については「１．４　接続の前に」をご参照ください。

① IEEE1394コネクタ x2

③電源スイッチ

④電源コネクタ

１．３　各部の名称

本製品背面

⑤コネクタ抜け
防止クランプ

②USBシリーズ Bコネクタ
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本製品前面 ①セーフティロック
ハードディスクドライブを取り出せないようにロックする機能と
ドライブのON /OFFスイッチの役割を持ちます。
ドライブの故障以外は、絶対にロックは解除しないでください。
ロック／解除は付属のセーフティキーを使用して、下図の様にそ
れぞれの位置まで回転させてください。

ロックの位置 解除の位置

②ディスク動作表示ランプ
各ディスクドライブの状態を 3つの LEDで表示します。

緑…点灯時は、ディスクが正しくインストールされ、ロックされ
　　ている。
黄…ディスクにアクセス中に点灯
赤…点灯時はディスクが存在しないか、正しくインストールされ
　　ていないか、ロックされていないか、故障している。

参考

本製品が起動する際にもディスク表示ランプの赤色ランプが点灯すること
がありますが、これは異常ではありません。
本製品内でディスクを検索しているためであり、ディスクが見つかり次
第、赤色ランプは消灯します。

１．3　各部の名称

③ハードディスクドライブ　１／２／３
ハードディスクドライブが、１台ずつ格納されています。
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③ハードディスク
　　　ドライブ　1／ 2／ 3

①セーフティロック

②ディスク動作
表示ランプ
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■コネクタ抜け防止クランプの使用方法

コネクタ抜け防止クランプ

クランプ固定用ネジ

　本製品背面にはコネクタの引き抜け防止のためにコネクタ抜け防止クラ
ンプが付属しています。下図のように、コネクタ抜け防止クランプに接続
に使用するケーブルを挟み込み、固定用ネジでクランプ取り付け穴に固定
すると、本製品使用中に誤ってケーブルを引き抜いてしまうことを防ぐこ
とができます。ケーブルの引き抜けは重大なデータの消失につながりかね
ませんので必ずクランプを通してご使用ください。

接続 ケーブル

ご注意

たとえコネクタ抜け防止クランプを使用した場合でも、本製品が激しい衝
撃を受けた場合、落下した場合にコネクタが引き抜けないことを保障する
ものではありません、設置場所には十分ご注意ください。

１．４　接続の前に

クランプ固定例（IEEE1394ケーブルを固定する場合）

※USBケーブルを固定する場合も同じように固定してください。
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第２章　接続と取り外しについて

第２章　接続と取り外しについて

　本章では、本製品の接続と取り外しについてご説明いたします。

ポイント

本製品は未フォーマットの状態で出荷されているため、本製品を接続後に
フォーマットを行ってください。フォーマットが終わらなければ、本製品
へデータを書き込むことはできません。

２．１　接続について

２．１．１　IEEE1394接続の場合

　ここでは、本製品を IEEE1394接続で使用する場合の手順と、USB接続
で使用する場合の手順を順番にご説明いたします。

■接続の前に -IEEE 1394ケーブルについて -

　IEEE1394コネクタには以下の４種類の形があります。

IEEE1394b（FireWire 800接続専用）
9ピン（Beta）コネクタ

IEEE1394コネクタ（６ピン）

IEEE 1394コネクタ（４ピン）

　パソコンが対応したケーブルを使用することにより、IEEE1394b接続
または、IEEE1394接続で本製品を使用することができます。

IEEE1394b（FireWire 400変換接続用）
9ピン（Bilingual）コネクタ
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■ IEEE1394b接続で使用する場合

　接続には本製品付属の９ピン（Beta）-９ピン（Beta）タイプの IEEE1394

ケーブルをご使用ください。

■ IEEE1394接続で使用する場合

　この場合の最大転送速度は 400Mbps（理論値）に制限されます。接続
には本製品付属のBilingual９ピン（Bilingual）－６ピンタイプのIEEE1394

ケーブルをご使用ください。本製品側に９ピン（Bilingual）のコネクタを
接続し、パソコン側のポートに 6ピンのコネクタを接続します。
　パソコン側の IEEE1394ポートが4ピンタイプのものしかない場合は、別
売の ９ピン（Bilingual）－４ピンタイプの IEEE1394ケーブルを別途ご用
意いただき、パソコン側のポートに４ピンのコネクタを接続する必要があ
ります。

　9ピン（Bilingual）－ 4ピンタイプの IEEE1394ケーブルは以下の型番
で弊社より発売されています。

CB-I94-011

CB-I94-006

２．１　接続について

２．１．１　IEEE1394接続の場合
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第２章　接続と取り外しについて

①パソコン本体の電源をONにして、システムを起動してください。この
ときWindows XP，2000をご使用の場合は管理者権限をもつユーザー
（例えば「コンピュータの管理者」や「Administrators」グループ等）と
してログオンしてください。

■接続の手順

②本製品背面の電源コネクタに電源コードを接続します。電源コードは
AC100Vのコンセントに接続し、アースをとってください。ACアダプ
タの接続ができたら本製品の電源スイッチを ONにします。

AC100Vのコンセントへ

アース

　Mac OS 8.6～ 9.2.2で本製品をご使用の場合は、本製品の接続を行う
前に「第３章　ハードディスクのフォーマット」を参照してフォーマッタ
ソフトをインストールしておいてください。

③本製品に付属の IEEE1394ケーブルの９
ピンのコネクタを接続します。このと
き、ケーブルはコネクタ抜け防止クラン
プに通しておきます。
　本製品背面には 9ピンのコネクタが 2つ
ありますが、どちらを使用してもかまい
ません。ここで使用しない 9ピンのコネ
クタは、IEEE1394機器の増設を行うとき
に使用できます。

ご注意

接続の際には、必ず最初に電源をONにしてください。本製品に電源が供
給されていない状態で接続を行うとトラブルが発生する場合があります。
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ポイント

本製品には９ピン（Beta）－９ピン（Beta）タイプのものと、９ピン
（B i l i ngua l）－６ピンタイプのケーブルを付属しています。1394b

（FireWire800）に対応したパソコンと接続する場合には、９ピン－９ピ
ンのケーブルを、従来の IEEE1394接続でご使用の場合は９ピン－６ピ
ンのケーブルをご使用ください。

※上のパソコンの図は M a c i n t o s h パソコンを元にしていますが、
IEEE1394ポートの位置はパソコンによって異なります。ご使用のパ
ソコンの IEEE1394ポートを確認して接続してください。

　以上で接続は終了です。この後は第３章をご参照の上本製品の
フォーマットを行ってください。

④ IEEE1394ケーブルのもう片方のコネクタをパソコン本体の IEEE1394

ポートに接続します。

９ピンのポートに接続
する場合の例

６ピンのポートに接続
する場合の例

※パソコン側の IEEE1394ポートが４ピンの場合には、別売の9ピン（Bilingual ）-

４ピンコネクタを持つ IEEE1394ケーブルが必要です。詳しくは「５．３　オプ
ション品について」をご参照ください。

２．１　接続について

２．１．１　IEEE1394接続の場合
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第２章　接続と取り外しについて

２．１．２　USB接続の場合

■確認事項

○接続先のパソコンにUSB 2.0 ポートがある場合はそちらに
接続してください。
○USB 2.0ポートがない場合、USB 1.1ポートへ接続してくだ
さい。その場合の転送速度はFull-Speed（12Mbps）までとな
ります。

①パソコン本体の電源を ON にしてシステムを起動してください。
　このときWindows XP，2000をご使用の場合は管理者権限をもつユー
ザー（例えば「コンピュータの管理者」や「Administrator」等）として
ログオンしてください。

■接続の手順

②背面の電源コードを AC100Vのコンセントに接続してください。接続
ができたら、本製品の電源スイッチをONにします。

ご注意

接続の際には、必ず最初に電源をONにしてください。本製品に電源が供
給されていない状態で接続を行うとトラブルが発生する場合があります。

AC100Vのコンセントへ
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③本製品の USB シリーズＢコネクタに付属
のUSBケーブルを接続します。このとき、
ケーブルはコネクタ抜け防止クランプに通
しておきます。

重要なご注意

・本製品をUSB 2.0ポートへ接続する際は、ケーブルは必ず本製品付属
のものか、USB 2.0対応ケーブルを使用してください。USB 1.1用ケー
ブルでUSB 2.0ポートに接続して本製品を使用すると、データの書き
込みエラーなどの障害が発生します。

・USB 1.1ポートへ接続して使用する際もUSB 2.0対応ケーブルをご使
用ください。

※下のパソコンの図はDOS/Vパソコンを元にしていますが、USBポート
の位置はパソコンによって異なります。ご使用のパソコンのUSBポー
トの位置を確認して接続してください。）

③パソコンのUSBポートにUSBケーブルのも
う片方のコネクタを接続します。

　以上で接続は終了です。この後は第３章をご参照の上本製品の
フォーマットを行ってください。

２．１．２　USB接続の場合

２．１　接続について
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第２章　接続と取り外しについて

２．２　取り外しについて

■Windows 環境の場合

①本製品に保存されたアプリケーションやデータファイルが開いていない
ことを確認します。

②タスクトレイ上の以下のアイコンをクリックします。

③表示されるメッセージをクリックします。このメッセージは、接続形
態・使用 OS毎に異なります。以下をご参照ください。

○ IEEE1394接続の場合に表示されるメッセージ

本製品はホットプラグ（パソコンの電源がONの状態での取り付け、取り
外し）が可能です。取り外しは以下の手順で行います。

○USB接続の場合に表示されるメッセージ

Windows XP

・「Oxford Semiconductor Ltd. OXFORD IDE Device IEEE 1394

SBP2 DEVICE を安全に取り出します」

Windows 2000

・「Oxford Semiconductor Ltd. OXFORD IDE Device IEEE 1394

SBP2 DEVICE ドライブ(D) を停止します」

Windows XP

・「USB 大容量記憶装置デバイス ドライブ（d:）を安全に取り外し
ます」

Windows 2000の場合
・「USB 大容量記憶装置デバイス ドライブ（d:）を停止します」

ポイント

・**** ****には本製品採用のハードディスクの型番が入ります。型番は容
量などによって異なります。

・ここで（d:）または（D:）は本製品のドライブ名ですので、環境によっ
て異なります。
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④Windows XPでは本製品を取り外すことのできる旨のメッセージが表示
されたら取り外しが可能となります。（このメッセージはしばらくする
と自動的に消えますので特に操作する必要はありません。）

　Windows 2000でも本製品を取り外すことのできる旨のメッセージが表
示されます。「OK」ボタンをクリックしてください。

⑤接続に使用しているケーブルをパソコン本体と本製品より取り外し、本
製品の電源をOFFにして、電源コードをAC100Vのコンセントから抜
いておきます。

　以上で取り外し作業は終了です。

■Macintosh環境の場合

　本製品を取り外す前に必ずアンマウントという処理を行います。アンマ
ウントは以下のいずれかの方法で行います。

・本製品のアイコンをゴミ箱のアイコンに重ねる。
・本製品のアイコンを１回クリックして選択状態にし、「ファイ
ル」メニューから「片付ける」を選択する。

・本製品のアイコンを１回クリックして選択状態にし、アップル
キー＋「Y」キーを押す。

○パソコン本体がスリープ状態になっているときは、取り外しを行わ
ないでください。

○本製品に保存されているアプリケーションやデータファイルが開か
れていないことを確認してください。

２．２　取り外しについて
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第３章　フォーマットについて

３．１　Windows XP，2000でのフォーマット手順

　WIndows XP，2000では各OSに標準のユーティリティ「ディスク管理」
から行います。

　ディスク管理を起動するには管理者権限をもつユーザー（例えば「コン
ピュータの管理者」や「Administrator」）としてログオンした後に、「マイコン
ピュータ」を右クリックし、表示されるメニューから「管理」を選択します。
　「コンピュータの管理」ウィンドウが表示されるので、コンソールツ
リー上で「ディスクの管理」をクリックしてください。（ここで「ディス
クのアップグレードと署名ウィザード」が起動した場合は、キャンセルボ
タンをクリックしてください。

　「ディスク管理」からのフォーマット方法についてはWindows のヘル
プファイルをご参照ください。

　フォーマットが終了すると、デスクトップ上に以下のようなローカル
ディスクのアイコンが登録されます。本製品にアクセスするには、このア
イコンをクリックしてください。

ポイント

本製品付属のCD-ROMに保存された補足説明ファイルには、より詳細なフォーマッ
ト手順が記載されています。必要に応じてご参照ください。（下記のファイルをダブ

ルクリックするとブラウザ上で内容を表示することができます。）

・Windows XP →　 ¥Docs¥Hdfmtxp.htm

・Windows 2000 → ¥Docs¥Hdfmt2k.htm

　本章では ,各OSごとにハードディスクのフォーマット手順をご説明い
たします。フォーマットを行うと、ハードディスクの中のデータはすべて
消去されます。再フォーマットを行う場合は、重要なデータはあらかじめ
バックアップをとっておいてください。

（IEEE1394、USB共通）

参考

RAIDシステムでは、全てのディスクを１つのディスクとしてフォーマットを行います。

WindowsXPで表示されるアイコン Windows 2000で表示されるアイコン
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３．２　Mac OS Xでのフォーマット手順
（IEEE1394、USB共通）

①本製品を初めて接続すると「今セットしたディスクはMac OS Xで読
み込めないボリュームが含まれています。」というメッセージウィンド
ウが表示されます。ウィンドウ下部にある「初期化」ボタンをクリック
してください。

③「Disk Utility」が起動します。

④後の手順はMac OS Xのヘルプを参照して初期化を行ってください。

■本製品をはじめて接続してフォーマットする場合

Mac OS X 10.1.5までの場合、本製品を再フォーマットする場合も「Disk

Utility」を使用します。「Disk Utility」を起動するにはメニューバーの「移
動」から「アプリケーション」を選択して「Application」→「Utilities」→
「Disk Utility」を選択してください。

■本製品を再フォーマットする場合

Mac OS X 10.2以降の場合は「ディスクユーティリティ」を使用します。
「ディスクユーティリティ」を起動するにはメニューバーの「移動」から
「アプリケーション」を選択して「アプリケーション」→「ユーティリティ」
→「ディスクユーティリティ」を選択してください。

※フォーマットが終了すると、デスクトップ上に右の
アイコンがマウントされます。本製品にアクセスす
るにはこのアイコンをクリックしてください。

ポイント

Mac OS でフォーマット（初期化）する場合は必ずMac OS拡張を選択す
るようにしてください。「Mac OS 標準」は旧Macと互換性を持ったフォー
マット形式ですが、大容量ハードディスクのフォーマットには適していま
せん。
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３．３　Mac OS 8.6 ～ 9.2.2でのフォーマット手順

　Mac OS 8.6～ 9.2.2で IEEE1394接続時にフォーマットを行うにために
は、付属のCD-ROMよりフォーマッタソフトウェア「B'sCrew FW」をイ
ンストールします。

○フォーマッタのインストール手順

　インストールの前に本製品を接続している場合はいったん取り外して
ください。

　インストール後にコンピュータの再起動を行うので、起動して
いるアプリケーションを全て閉じておいてください、

①Macintoshのシステムを起動してください。

②本製品付属の「LogitecWare」CD-ROMをCD-ROMドライブにセット
してください。

③ CD-ROMのウィンドウが開きますので、「B'sCrew FW」フォルダをダ
ブルクリックして開いてください。

「B'sCrew FW」フォルダを
ダブルクリック

　ご使用のOSがMac OS 8.6～ 9.2.2の場合は、接続するインターフェー
スにより、フォーマット方法が異なります。該当する部分をご参照くだ
さい。

■ IEEE1394接続の場合
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④右の画面が表示されますの
で、「B'sCrew FW Installer」
のアイコンをダブルクリッ
クしてください。

このアイコンをダブル
クリック

「インストール」をクリック

内容を確認して、同意する場
合は「同意」をクリック

内容を確認して
「続ける」をクリック

⑥注意事項等が表示されます。

⑤使用許諾等が表示されます。

⑦右のウィンドウが表示され
ます。

３．３　Mac OS 8.6 ～ 9.2.2でのフォーマット手順
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他のプログラムなどが起動
していないことを確認した
ら、「はい」をクリック

「再起動」をクリック

⑧インストールの最後にシステムが再起動されるため、確認
メッセージが表示されます。

⑨必要なファイルが転送されます。終了すると下のウィンドウが
表示されます。

コンピュータが再起動したらインストールは終了です。この後は
本製品を接続し、フォーマットを行ってください。

○フォーマット方法について

フォーマット方法については「B'sCrew FW」のユーザーズマニュアルを
ご参照ください。ユーザーズマニュアルを参照するには「B'sCrew FW」
フォルダ内の「ユーザーズマニュアル」フォルダにある「B'sCrew FW

Users Manual」（PDF形式）をダブルクリックして開いてください。

このアイコンをダブルクリックするとユーザーズ
マニュアルが表示されます。

※フォーマットが終了すると、デスクトップ上に右の
アイコンがマウントされます。本製品にアクセスす
るにはこのアイコンをクリックしてください。
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■USB接続の場合

①「アップルメニュー」から「コントロールパネル」→「機能拡張マネー
ジャ」を開き、「File Exchange」を「停止」してコンピュータを再起動
してください。

ポイント

フォーマット形式は「Mac OS拡張」を推奨します。「Mac OS標準」は
旧バージョンのMac OSと互換性を持ったフォーマット形式ですが、大
容量ハードディスクのフォーマットには適していません。

②パソコンが再起動すると「このディスクはこのコンピュータでは読めま
せん。ディスクを初期化しますか？」というメッセージとともに初期化
のウィンドウが表示されます。（下図参照）

③ここで、必要に応じて名前を入力し、フォーマット形式に「Mac OS拡
張」を選択し、初期化ボタンをクリックします。

1.名前を入力

2.「Mac OS拡張」を選択

3.初期化をクリック

　USB接続で本製品のフォーマットを行う場合、以下の手順をご参照く
ださい。

（Mac OS 9.0.4～ 9.2.2のみ）

※フォーマットが終了すると、デスクトップ上に右の
アイコンがマウントされます。本製品にアクセスす
るにはこのアイコンをクリックしてください。

３．３　Mac OS 8.6 ～ 9.2.2でのフォーマット手順
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第４章　障害からの復旧

４．１　障害発生時の警告について

第４章

　本製品内蔵のハードディスクドライブに障害が発生すると、以下のよう
な警告が行われます。

①内蔵のブザーから警告音が鳴ります。

②障害の発生したハードディスクドライブのディスク動作表示ラ
ンプ（赤）が点灯します。

　障害からの復旧（RAID5のみ）

障害が発生したハードディ
スクドライブのランプだけ
が赤色に変化します。

ご注意

警告音は該当するドライブのロックを解除することにより止めることが出
来ます。ただし、正常に動作しているドライブのロックを解除するとデー
タは失われます。最初に必ず、どのハードディスクに障害が発生している
かを確認してください。
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４．２　ハードディスクドライブの交換手順

　本製品内蔵のハードディスクドライブに障害が発生したら、以下の手順
で新しいスペアドライブ（別売）に交換してください。スペアドライブの
型番については同梱の「ハードウェア仕様一覧表」をご参照ください。
　作業はすべて、本製品の電源がONになっている状態で、システムを停
止することなく行うことができます。

①障害の発生したドライブを特定するために、
　　該当するディスクの「ディスク動作表示ランプ」が赤色に点灯してい
ることを確認してください。

緑色に点灯しているときは…
このハードディスクは正常に動作

しています。

赤色に点灯しているときは…
このハードディスクドライブに障
害が発生しています。

ご注意

・正常に動作しているハードディスクドライブを取り外すと、データは失
われます。最初に必ず、どのハードディスクに障害が発生しているかを
確認してください。

・スペアドライブに交換する際、交換を行わない正常なドライブを必ず
ロックしておいてください。本製品では、正常に動作していたドライブ
がソースドライブとなります。

・データの再構築中にソースドライブのロックを解除しないでください。
データの破損および故障の原因となります。

・データの再構築中は、本製品の電源をOFFにしたり、システムの再起
動をしないでください。

ご注意

ハードディスクドライブの交換は必ず電源がONの状態で行ってください。
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第４章　障害からの復旧

②付属のセーフティキーをセーフティロックに挿し込んで、解除の位置ま
で回してください。

解除の位置

③ドライブを静かに引き出します。片手を下に添えて、ドライブに衝撃が
加わらないようにご注意ください。

④新しいスペアドライブをセットします。力を込めて奥まで挿入し、軽く
引いて抜けないことを確認してください。ドライブに衝撃が加わらない
ようにご注意ください。
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⑤付属のセーフティキーをセーフティロックに挿し込んで、ロックの位置
まで回してください。

ロックの位置

⑦該当ディスクのディスク動作表示ランプ（赤）が消灯したら、再構築は
終了です。これで本製品は RAID5の状態に戻りました。

⑥オートリビルド機能によってデータの再構築が自動的に開始さます。再
構築中であることは、ディスク動作表示ランプ（赤）が点灯しているこ
とで分かります。

４．２　ハードディスクドライブの交換手順

重要なご注意

・再構築中は、絶対本製品やパソコン本体の電源をOFFにしないでくだ
さい。また、システムの終了や再起動を行わないでください。

・なお、リビルド時間の目安につきましては、別紙の「ハードウェア仕様
一覧表」裏面をご参照ください。
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第５章　補足事項

５．１　トラブルシューティング

第５章　補足事項

●本製品を接続したが認識されない。

○電源スイッチの状態、電源コードを接続したコンセントの状態を確
認してください。
○ケーブルの接続に接触不良などがないかどうか確認してください。
○ドライバは正しい手順でインストールされていますか？
○本製品をハブ経由で接続している場合は、パソコンのポートに本製
品だけを直接接続して試してみてください。
○本製品のフォーマットは終了していますか？　Windows系のOSで
は、ハードディスクが「マイコンピュータ」に登録されるのは、
フォーマットが終了してからです。
○ご使用のOSによって使用（認識）できるファイルシステムとパー
ティションの容量に制限があります。以下の表で、接続先のパソコ
ンに搭載されているOSが本製品のファイルシステムを使用可能か
ご確認ください。

*1Windows XP、2000上でフォーマットする場合、32GBまでしか確保
できません。（Windows Me、98 Second Edition上でフォーマット済
みのものはそのまま認識できます。）

*2Mac OS X 10.2以降の場合、120GBまでしか認識されません。
*3Mac OS X 10.0.4～ 10.1.5の場合、FAT32形式は認識されません。

○多くの IEEE1394機器を接続している場合、ケーブル長の制限、台
数の制限を超えていないかどうか確認してください。また、接続に
ループが発生していないかどうかを確認してください。これらの制
限等については「５．４　IEEE1394機器の増設について」をご参
照ください。

NTFS FAT32 HFS

Windows XP ○ ○　*1 ×
Windows 2000 ○ ○　*1 ×
Mac OS　*3 × ○　*2 ○

OS
ファイルシステム
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●スリープ状態から復帰できない。
○本製品はスリープや休止状態などのOSの省電力機能には未対応と
なっています。省電力機能はOFFに設定してご使用ください。

●本製品の動作が安定しない。

・多くの IEEE1394機器を接続している場合、ケーブル長の制限、台
数の制限を越えていないかどうか確認してください。また、接続に
ループが発生していないかどうかを確認してください。これらの制
限等については「５．４　IEEE1394機器の増設について」をご参
照ください。

●本製品を接続したが、マイコンピュータ上に認識されない。
　デスクトップ上にマウントされない。

・本製品は接続しただけでは認識およびマウントされません。ご使用
のOS上でフォーマットを行ってください。フォーマット方法につ
いてはご使用のOSのマニュアルをご参照ください。

●本製品からシステム起動ができない。
○本製品はからのシステムの起動は未サポートとなっております。

●Windows XP,2000で「ディスクの管理」が起動できない。
○「ディスクの管理」を起動するには、管理者権限を持つユーザー（例
えば「コンピュータの管理者」や「Administrator」）としてログオ
ンしていなければなりません。

●ハードディスクドライブを交換したが、
データの再構築が開始されない。

・スペアドライブは奥までしっかりと挿入されていますか？
・セーフティロックはロックの位置になっていますか？
・本製品の電源が ONの状態でディスクの交換を行いましたか？

●本製品付属のセーフティキーを紛失してしまった。

・弊社テクニカルサポートまでご連絡ください。このサービスに関し
ては保証期間内であっても有償になります。

５．１　トラブルシューティング
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第５章　補足事項

●Macintosh環境で
本製品のドライバをアンインストールしたい。

○システムフォルダの機能拡張フォルダにコピーされた以下のファイ
ルを削除してください。

B'sCrew FW Driver

●USB接続時にデータの転送速度が遅い。
○USB 2.0のポートに正しく接続されていますか。
○USB 1.1のポートに接続されている場合、データの転送速度はFull-

Speed(12Mbps）までとなります。High-Speed（480Mbps）でデータ
転送を行うには USB 2.0ポートにつなぎかえてください。
○パソコン本体にUSB 2.0ポートがない場合は別売りのUSB 2.0イン
ターフェースボード（PCI用インターフェースボード、もしくは
CardBus対応USB 2.0インターフェースカード）を接続してドライ
バのインストールを行ってから、接続しなおしてみてください。

●特定のソフトウェア（ディスク修復ツールなど）で
本製品を使用できない。

○一部のユーティリティソフトウェアでは、USBのようなホットプラ
グ対応のインターフェースで接続したハードディスクを動作対象と
していない場合があります。ソフトウェアメーカーに問い合わせ
て、そのソフトウェアが USB接続のハードディスクを動作対象と
しているかどうかを確認してください。

●本製品の物理フォーマットができない。
○本製品は物理フォーマットをサポートしていません。論理フォー
マット（通常のフォーマット）のみでご使用ください。

●ハードディスクドライブを交換したが、
データの再構築が開始されない。

・スペアドライブは奥までしっかりと挿入されていますか？
・セーフティロックはロックの位置になっていますか？
・スペアドライブはオプション品で指定されたスペアドライブを使用
していますか？

・電源がONの状態で行っていますか？本製品に電源が入っていない
状態ではデータの再構築は開始されません。
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※本製品のMac OS 8.6～ 9.2.2用 IEEE1394ド
ライバに関するお問い合わせについて

　本製品付属のMacintosh用 IEEE1394ドライバ「B'sCrew FW Driver」に
関するお問い合わせは、開発元である株式会社ビー・エイチ・エーで承っ
ています。
　お問い合わせ先は以下の通りです。お問い合わせの際には必ずB'sCrew

FW Driverのシリアルナンバーをご用意ください。

「株式会社 ビー・エイチ・エー　テクニカルサポートセンター」
お問い合わせ電話番号 　：06-4861-8235

受付時間：月～土曜日 10:00～ 17:00

（夏期・年末年始特定休業日、祝祭日を除く）

FAXでのお問い合わせ番号 　：06-6378-3336

※ FAXについては、ご回答までにお時間がかかる場合があります。

●その他：ホームページについて

・弊社ではインターネット上にホームページを開設しています。ホー
ムページには最新情報が掲載されている場合もありますのでご活用
ください。

ロジテック株式会社
ホームページアドレス：http://www.logitec.co.jp/

５．１　トラブルシューティング
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第５章　補足事項

５．２　保守について

　通常修理が必要になった場合は、ご購入いただきました販売店様より弊
社へ製品をお送りいただき（センドバック方式）、弊社にて修理を行いま
す。（修理期間中の代替機や貸出機はございません。）
　弊社との間で保守サービスをご契約いただいた場合、ご連絡の翌日以降
に、サービスマンが訪問し、設置場所にて修理を行います。
　システムを停止できない場所などでご使用いただく場合は、ご購入と同
時に保守サービスをご契約いただくことをお勧めします。
　詳細については以下をご覧ください。

■お問い合わせ／お申し込み

　お問い合わせお申し込みは、弊社サービスセンターへご連絡ください。

ロジテック株式会社　サービスセンター
〒 396-0192 長野県伊那市美すず六道原 8268

TEL：0265-74-1423

FAX：0265-74-1403

※上記電話番号では技術的なお問い合わせへの対応は行っておりません。
テクニカルサポートについては裏表紙をご参照ください・
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５．３　オプション品について

■インターフェースボード（カード）

　パソコン本体に IEEE1394ポートまたは USB 2.0ポートがない場合
は、以下のインターフェースボード（PCIバス用インターフェースボー
ド）もしくはCardBus対応インターフェースカード）をご使用ください。

PCIバス用 IEEE1394インターフェースボード

CardBus対応 IEEE1394インターフェースカード

　弊社ではインターフェースボードやケーブル類を別売のオプション品と
して取り扱っております。オプション品のお求めは、お買い求めいただい
た販売店またはロジテックの安心オンラインショップ「ロジテックダイレ
クト」にてお求め下さい。

ロジテックダイレクトホームページ　

http://www.logitec-direct.jp

型番 バス 備考

LHA - FW801
インターフェースボード単体

Windows XP, 2000,
Mac OS X 10.2.4以降対応

LHA - 1394V
インターフェースボード単体

Windows XP, Me, 98 SE, 2000対応

LVC - MG 2L
ビデオ活用キット

Windows Me, 98 SE, 2000対応

PCI

※ LHA-FW801のみ IEEE1394b（FireWire 800）に対応。その他の製品
は IEEE1394a（最大転送速度 400Mbps）の仕様となります。

型番 バス 備考

LPM - CB 1394L CardBus

インターフェースカード単体
Windows XP, Me, 98 SE, 2000

Mac OS 9.0 ～ 9.2.2
Mac OS X 10.1.3 以降対応

※ IEEE1394b（FireWire 800）には対応しておりません。
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型番 バス 備考

LHA- USB2N PCI
インターフェースボード単体
Windows 環境のみ対応

LHA- USB2NH PCI
インターフェースボード単体
Windows Mac OS X 10.2.8 以降対応

LHA- USB2/M PCI
インターフェースボード単体
Winddows、Mac OS X 10.2 以降対応

PCIバス用USB 2.0インターフェースボード

■ IEEE1394ケーブル

CardBus対応USB 2.0インターフェースカード

型番 バス 備考

LPM- CBUSB2 CardBus
インターフェースカード単体
Windows 環境のみ対応

LPM- CBUSB2H CardBus
インターフェースカード単体
Windows、Mac OS X 10.3以降対応

LPM- CBUSB2HA CardBus
インターフェースカード単体
Windows、Mac OS X 10.3以降対応

型番 長さ 備考

CB- I96- 011 1. 1 m

CB- I96- 006 0. 6 m

CB- I94- 011 1. 1 m

CB- I94- 006 0. 6 m

9 ピン ( Bilingual ) - 6 ピン

9 ピン ( Bilingual ) - 4 ピン
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５．４　IEEE1394機器の増設について

　本製品のように IEEE1394bコネクタを２個装備しているIEEE1394機器
は数珠つなぎ（デイジーチェーン型）に増設することができます。
IEEE1394b（FireWire800）は下位互換性を備えているため、従来の
IEEE1394機器を増設することもできます。ただし、その場合の転送速度
は、IEEE1394の 400Mbps（理論値）までに制限されます）

　このような接続を行う場合、一本のケーブルの長さは最大 4.5mまで、
ケーブル長の合計は最大 72mまでに制限されます。また、IEEE1394機器
の台数は 16台以下（パソコン本体を含まない）に制限されます。

4.5m以下

72m以下／ 16台以下
パソコン本体

IEEE1394機器

ご注意

デイジーチェーン型に増設する場合、ホットプラグ（電源ON状態での取り外し）を
行う機器は終端に接続してください。中間の機器をホットプラグで取り外すと、他の
機器に影響を与える場合があります。

　IEEE1394コネクタを複数装備したインターフェースボードや、IEEE

1394ハブを使用すると、接続を分岐させて「ツリー型」に増設すること
ができます。この場合も１本のケーブルは最大 4.5m以下です。接続台数
は 62台以下（パソコン本体を含まない）ですが、Windows環境ではスト
レージ機器の台数はドライブ文字の限界（A:～ Z:でシステムが使用して
いないもの）に制限されます。

パソコン本体

IEEE1394機器

IEEE1394ハブ
4.5m以下
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　また、ツリー型の場合、IEEE1394機器間で経由できるケーブルの本数
に最大 16本という制限があります。例えば下図の「機器Ａ」と「機器Ｂ」
の間には３本のケーブルが使用されています。このようにカウントしたと
きに、どの機器の間にも 16本を越えるケーブルがあってはならないとい
う制限です。

機器Ａ 機器Ｂ
１

２

３

　ツリー型の接続では接続形態が複雑になりがちですが、接続の中にルー
プ（たどっていくと元に戻ってしまうような接続）があってはいけませ
ん。

これはダメ

　また、複数のパソコンが１台の IEEE1394機器を同時に使用することは
できません。

これはダメ

どこか一本ケーブルを外せば
ループが解消されてOK！

どっちで使うのかはっきり決めてよ！
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　お名前：

　ご住所：〒　　　－

　電話番号：　　　（　　　）　 　　FAX番号：　　　（　　　）

　製品名： 製造番号：
　
　保証書添付：　　有　　無
　
　添付品

　ご依頼内容
　（できるだけ詳しくご記入ください：書ききれない場合は別紙へ続けてご記入願います。）

　ご使用環境
　ご使用パソコン ：
　
　本製品以外の接続機器 ：
　
　OS ：

SDA-RABU2_V01

修理依頼書
故障が発生した場合は、下記項目にご記入いただき、製品に添付して修理をご依頼ください。

【製品をお送りいただく際のご注意】

・検査のために内部データは全て削除されますので、製品内部に保存されているデータ
は予めバックアップを行った上で弊社へご発送くださいますようお願い申し上げます。

・本製品は電子精密機器ですので梱包の際に緩衝材を使用するなどの処置を行わないと
運送時の衝撃により故障する可能性があります。発送の際は、なるべくご購入時に本
製品が梱包されていた外箱および緩衝材等を使用して本製品を梱包しお送りください。

・修理依頼品を発送する際は、正確な状況把握のために「IEEE 1394ケーブル」などの
付属品の添付をお願いいたします。

・弊社ではデータの復旧は行っていません。また、修理期間中の代替機はございません。
・発送時の送料は、お客様ご負担にてお願いいたします。
・修理交換に使用する部品は、製品に使用して部品と同等の性能をもつ互換部品を使用
する場合があります。



弊社ではお客様からのお問い合わせの窓口を用意しています。製品に対する技術的
なご質問、取扱説明書に対する質問等は、弊社テクニカルサポートまでお問い合わ
せください。お手紙によりお問い合わせする場合は、上記 ①～③の内容をご記入
ください。特にご連絡先の電話番号は必ずご記入ください。

ご注意： 電子メールによるサポートは行っておりません。文書でお問い合わせをいただく場合
には、必ず電話番号／FAX番号をご記入ください。

※お問い合わせ先
〒396-0192 長野県伊那市美すず六道原８２６８

ロジテック株式会社　テクニカルサポート

　 TEL. 03-5326-3667（東京）
※祝祭日を除く月～金曜日　9:30～12:00、13:00～17:00

※間違い電話が多くなっております。お問い合わせの際は番号をよく確認して、上記の番号へおかけください。

２００４年　２月初版 SDA-RABU2 V01

製造元：ロジテック株式会社
本　社：〒111-0043 東京都台東区駒形１－１２－１４　日本生命浅草ビル

Logitec 　RAIDユニット・ユーザーズマニュアル

■保証書とサービスについて

■お問い合わせについて

本製品には、保証書が添付されています。
○保証書は販売店で所定事項を記入してお渡ししています。記載内容をご確認の
上、大切に保管してください。
○保証期間は保証書に記載されています。お買い上げ日より有効です。

サービスを依頼される場合
○修理品については、下記の弊社サービス窓口にお送りいただくか、お求めいただ
いた販売店へご相談ください。（故障かどうか判断がつかない場合は、事前に弊社
テクニカルサポートにお問い合わせください。）
東日本地域にお住まいの方：
　〒 396-0192　長野県伊那市美すず六道原 8268

　ロジテック（株）伊那サービスセンター（３番受入窓口）
西日本地域にお住まいの方：
　〒 550-0012　大阪府大阪市西区立売堀 1-4-10 　四ツ橋パークビル 3F

　ロジテック（株）大阪サービスセンター
※弊社製モニタ、パソコン本体、※弊社製モニタ、パソコン本体、※弊社製モニタ、パソコン本体、※弊社製モニタ、パソコン本体、※弊社製モニタ、パソコン本体、HDビデオレコーダー製品に限り「大阪サービスセンター」でビデオレコーダー製品に限り「大阪サービスセンター」でビデオレコーダー製品に限り「大阪サービスセンター」でビデオレコーダー製品に限り「大阪サービスセンター」でビデオレコーダー製品に限り「大阪サービスセンター」で

は受け付けておりません。ご注意ください。は受け付けておりません。ご注意ください。は受け付けておりません。ご注意ください。は受け付けておりません。ご注意ください。は受け付けておりません。ご注意ください。

○保証期間経過後の修理については、有償修理となります。ただし、製品終息後の
経過期間によっては、部品などの問題から修理できない場合がありますのであら
かじめご了承ください。なお、補修用性能部品（製品の機能を維持するための部
品）の最低保有期間は、製品終息後５年間です。
○サービスをご依頼される場合には、以下の事項をできるだけ書面にてお買い上げ
の販売店にお伝えください。

①お名前、住所、電話番号
②保証書に記載された機種名、シリアルNo.
③故障の状態、接続構成、使用ソフトウェア（なるべく詳しく）
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http://www.logitec.co.jp/
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